
平成23年度以降 

 第１回  10 月 28日（金）19:00～ 
「まちづくりの視点を探る」 

●宮崎駅周辺のまちづくりの経緯の現状 
●まちづくりの視点を探る 

 第２回  11 月 28日(日) 13:00～ 
「まちなみの魅力を共有する」 

●魅力・残したいイメージなど現地で探る 
●ゾーン特性や全体イメージを知る 

 第４回  2 月中旬 「将来イメージからルールを考える」 

●将来イメージから基本方針を考える 
●景観ルールの方向性の設定 

より具体的なルールづくり 

 第３回  1 月中旬 「将来イメージとゾーニングを考える」 

●将来イメージの検討と目標設定 
●将来イメージから景観ルールを考える 

■ 市民検討会の流れ ■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○街路の緑の演出

○建物の緑の演出

○緑のバランス

○周辺と調和した広告物

○スカイラインの統一

○ゆとり・にぎわいのある空間

○マナー

○維持管理を考慮

視点キーワード

○緑の活用と調和

○住宅地内にも緑を

○住宅地の調和

○きれいな歩道（緑、交流、賑わい、安全）

○空間の演出・活用

○商業施設の広告物・建物

○ちょっとした工夫の広告

○駅としての玄関口

○電柱が邪魔

○違法駐輪対策

視点キーワード

編集・発行：平成 22 年 11 月 宮崎駅東通線周辺地域の景観まちづくり市民検討会 

宮崎駅東通線周辺地域のまちづくりは、建物の移転や街路等の整備をひかえ、まちの姿（街並み）が大きく

変わる時期を迎えました。 

宮崎駅東通線周辺地域を活力とにぎわいあふれる魅力あるまちとするには、道路などの公共空間や建物など

の民有空間の作り方・使い方について景観に配慮したまちづくりが必要です。 

このルールづくりにつきましては、「ワークショップ」と呼ばれる参加型会議により、これから来年２月に

かけて、４回の検討会を重ねながら、いろいろな立場の方々のまちへの思いを取りまとめてまいります。 

当日は参加者がグループに分かれ、都市計画道路として定められた（都）宮崎駅東通線の整備計画を現在の

航空写真に書き込み、将来の街の骨格がどのように出来るかを確認しました。また、「まちづくりの視点を探

る」と題して、これからの宮崎駅東通線周辺地域のまちのイメージを出し合い、次回予定の「まち歩き」の中

で探っていく視点の整理を行いました。 

今後も、各回の開催後に『景観まちづくりニュース』を発行し、会議の内容を皆様にお伝えしてまいります

ので、ご支援の程、よろしくお願い致します。 

■ 当日のプログラム ■

地域のこれまでの経緯と現状 

宮崎駅東通線周辺の年表や昔の地図をもとに、これまでのまちの

移り変わりなどの、「まちの変遷」を振り返りました。 

次に、これからのまちの変化を実感するため、新たな道路の位置・

大きさを、グループ作業で現在の航空写真の上に書き込みながら確

認しました。 

「あぁこのあたりが整備されるかぁ～」など、変わっていく街の姿を

改めて実感しました。 

１．開会・あいさつ 

２．ワークショップの目的と進め方 

３．グループ分け・自己紹介 

４．宮崎駅東通線周辺のこれまでの経緯と現状

（グループ作業）

５．まちづくりの視点を探る（グループ作業） 

６．グループ発表・まとめ 

７．閉会 

〈お問合せ〉宮崎駅東通線周辺地域の景観まちづくり市民検討会 
事務局 : 宮崎市都市整備部 景観課 景観企画係 担当：藤本 

ＴＥＬ 21-1817 ＦＡＸ 21-1816 Ｅ－mail 30keikan@city.miyazaki.miyazaki.jp 

次回は、１１月28日（日） 13:00～  場所：宮崎市保健所研修室

『まちなみの魅力を共有する』 
 

第１回で浮かび上がった「まちづくりの視点」をもとに、活かしていきたい「まちの魅力」を現地で読

み取り、将来のまちの姿などを、実際に歩いてイメージしていきます。 

これからの「景観ルールづくり」にあたり、参加者が思う『活かし

たいイメージ』、『こうあって欲しいイメージ』、『改善したい・好まし

くないイメージ』を語る写真を、各自３枚選び、その写真毎に説明

コメントを書き出しました。 

次にグループ内で各人が写真とコメントを使って、「まちへの思

い」を語りました。最後に、出されたコメントを分類し、それらをく

くる言葉を書き出し、まちづくりの「視点のキーワード」として整理

しました。 

まちづくりの視点を探る 

各班で整理した模造紙に、たくさんの「視点の

キーワード」が、挙がって来ました。これらを各班

の代表が発表しました。 

地域の個性や良い所を受け継ぐ『新たな発展

を目指す宮崎駅東通線周辺地域』への期待感が

伝わってきました。 

宮崎駅東通線周辺地域 

○市のシンボル軸にふさわしい宮崎らしい緑化

○ボリュームのある緑豊かな通り

○既存の緑の活用

○歩きたくなるお洒落な店構え・まちなみ

○原色を用いた建物は派手

○ほどよい広告

○広告をコントロールする必要性

○周辺のまちなみとの調和

視点キーワード


